
ケ㌃2、6（＊7＞

　Yハ

（

■

0

60

ヒ
ム

9
3
0

へ
3
0
h

ー

、

1

ー

▽
，
ハ

1

声
X

ン

4

、

シ

1

ー

1

Wと

1

Z
，
口

ー

1

コ

口

、

肪

1

、

レ

1

1

、

、

1

∀

1

1111醐1
　00049066叢

国立極地研究所

）



P2鍵◎5
2007，2．28



（　）
／　吃．4壕1コ〃　・察ハヨっ，，　　　1

グ　　　ノ’　！　　之三

オまY鳩石　穗躍’　　地ζ　4・　　～タつ∫王　〃南

《、ブρκ　〆イ耀　　。xまどム〈　’批　痴

！ψ　よ”1集2　kl　・レの　1豹石，．心　レれ

だ　ε　のz”あ3。　！司’　ラkカ＼ら　∫♂　　乙・’κ　　∠　レ　κ

ラ凋　　　　　タ　3　　レ　κ　　　2　　　　η　　　！菖　ノ9　カ㊦　　ン　　　　　　ψt　　　　　　4

与〆　ヌ’η　　　　、耐湊〃r凍査メ・産　’　乏卯π

矛子次蜘チ解　クレノ　ヵ、1ら端κ力山ノ〆

θ！剤ノ司核　’k乙・　　1探　　壱行なllハル3　元η　■汐

を株尾！茨，薩亥L各ノ」，2∠κピある．1　ズの

彦石！ゴ，∂ブら字な形fh安甜　　のフン・ラ

♪　φ＼ら　　・ハ乏　，，6ヂ　／4萎　rの，，一’‘　手z・ゐ

　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　一・，㊧　　ヒ／zノ」ノノ、2た「メノラ膓　2　、す　　のカ、匂

’」　。　　　一蓼…額　　ヒ　　／　　z　　／」　　　　　　　　…自石　　／　　　　　（　　、伊　　　　づ　　）

エコ　ントライ　メ義ノク催　　老　～ア　コ　ント’ライメ

／　一白　　　勿ぽコン　トライ　メZ・あ3　　湯　　ぽ

“

’ ユれ鳳力、フ夜　　これらの　後石のノκ，甜味

、乏　ψ7た勉‘ρヵ・φ、ね・’湯　　7・’3！。ε《・

　　　　　　　　　　　　　　タラ　‘1テ1ヵ一ヵ、　　一　’　　　　　　　z吏），　c　　乃　κ

一
／一一

国立極地研究所



じ
多
¶
セ

乱
n
マ

1
〃
礼
い
て
ー

ち
立
，
’
で

ク

Z
Z
肖
添
％
K
4
ー
パ
フ
ひ

隔
、
の
グ
彦
Y
ゴ
信

躍
ハ
し
が
｛
る
τ
X
，
バ
じ
’
〆
レ

葬
外
メ
が
η
叙
《
率
1
8
の
杉
い
｛
乃

●

冴
か
く
付

1
　
．
彦
3
存
ぶ
K
卸

レ
ラ
o
o
江
～
の
φ
「
t
ろ
6
1

わ
わ
ピ
入
一
艀
瓜
＼
う
∧
、
つ

2
契
引
1
の
’
↓
Z
”
玄

“

イ
吻

二
い
フ

”

ノ
．

’

診

カ

リ
ル

Z
μ
う
τ

あ
休

、
7
場
う
補
屠
の
叱
万
老
ば
ソ
’
レ

一 2一

（

国立極地研究所

）



の
4 4

ヱ ＼ 〉
1
ψ ’

、

1多 劇 カ フ れ 珍
’

、 、，

z プ 、．

シ

杉 レ
’ ソ

1二、‘ 1多
， 乙 カ 杉 グ 司

膓 菌 2 の
診曳’坊｝

φY¶
4
ぞ

，z

　　　　、、くf、《　ヒ ん
ピ、修

乙 τ’11ハ て」い．

λ の
伽1！シ 、 1” 1一 た x ノ坑 〃 彬紘 カ＼

ら 言 と
「

1〃乙2κ ／ ノ畜 ワ
、

；

、

厚 ’

二 れ 々 孝 ど ム 歌ノぷ κ z ／＃ と ／夢 培

の
、 ラ〈 ‘ ’二／4 〆 ク ρ の 湧万 ガ’／分 ！ 2

’

9ハ 5 二 と ノニ 汀る
1 1

＝． 　．
　．一

’

・

、，．，

、

1
’ YAMATO　　MOUNTAINS
．．． ㌣

遷彰や
罰’”s

、

麟デ ざ

・

）“i．：・』 、●

‖
｝

，心

s’
，蚕邸，

寳

繍
　
こ

7r4σ5
・、’ i一て 夢o ．　　　　●

1 二
こご

、ミ’ぶミ5械㌻治
灘

゜、亀．

A脳“画， 1

三…「

’
こ．一

　．・．●’・
’ s　、』

羨◆

＼げフ’ 『’…’”・、、
●

㌧緯
：

、、、

三
ち
、
、
‘
三
二
二

阿●1●o頑● ．乏朽“d 寧　　・ 麟“叩。・｛

難 二 へ
・ 宕’
：笏

．言’，，字　　ζ

、

”や
’

’
二 1「

， ’， i

，　二，

一　”二

＝
竃 房’

卍
、

s「

㌔

｜

、 ㌢∫つ
’争，＝，’

．

　〆 ．1 －。鯖愉噛・湖5

一

’
甚

’
一一一』●ro頃● i

’・

一㎞剛t■ ！

誕o－d亘 ｝
ノー●

0 50 切

開⇒4　輪鈴orρ戚● ．㎞
直

3奮賃信7 3『算　， 冨 冨
冨1　π0σ5

　　　　’　　図3　限石探査ルートおよび蹟石採集位置
梅よR・・’・ぷ，ψ乃・】加・’・ノη蜘・∫’・ぷぶθ・励α・∂・卿∫甑8・爵θ∫玩層’方θル丘’・・r∫’ε丘ε

　　1腕e屍50励θ’πεηゴげr方εγロ〃7α’OM加πω砿

　　　　　　　　　　一3一

　　　　　　　　国立極地研究所

（ ）



（1　）

z　　　　　　レ　　ピ引ζ　ll　く1∨・　　　　1

｝　　　1云4’珍
！ムカ（ll石！i・　　・1　ヒ　｝疑

、

％’θ幼　〃影！zピザら％1げζ　／ドz外日 ぞ

4司酬θ多’θ1　　を蜘　U　　の擁1　　〃ド12 θ

・・ ノ1レζ司孝で132訓階の揚工　、く妬， γ）れ

右。引の馴く廊　つれ側　　、鰯　枢 ↓t1く

・　　．z　　　の惰14　　　　、　04但ぞ つ

衣4ベ　チ　　　1　の〃・｝1引レんレ陥1の タ1く

㌢0　”k　　　　　力》・1、　！　　　4運の　　　　1　レ x’コ

しそ　・丘Uのバ　1・　二　　’を　　じ　k 1ば
し　　レえ乙　　をκ1　　　影多杉 く

1く　優レ＜1紡　　　上zのゴしく　ρ6楓ヒイ

位．

衆　ぞうくll’1、z1が　　　メ1く一

㌢ぞ網　4　衣｛　1鋤．　フワの　　　・ ‘

べ　　h　』　1、　の1　　　・　1　4　　　＜。

・z－　1！刻　’一　ガ～ 〃ク

1、・／磁（1。閲

口　　　　！1掬→／　　　4　釧

一 4一

国立極地研究所



（2　）

八　　　　　　L
’ 1～払一 ／・k

ニー　　pl　・ る／βk司4イ《1　7悔

》人工のう ノ＼　　1　∠　　z

磁メKわ、
一

在、 4 髪聞， 、
A パ！碍U一ノ 客

o 二1の1／幽メK
・L陽暢 比　、方 4の

フ しで1・　才 〆磁1つ ∨・ レ．・’ じ

k 釧の鼻泳』髪、 』 ノ《　　　　　　　　●

夕のよ二拓資llく　　fζ・

く 但k　　＜ のrz“”、 わ7　＜ ど

タ 〈の1　　バ久 一 1’｛∀陥｝陛バ亟 て～　∠’ン・

o
／1剤ワ　吻1る の’ レκ磁 肉　酬1く fこ’

二 ）Z／1’・糾璃白、hく彰 レfζのて“ Lバ　∠

レ ／　ン♂　　巳’」’i 1ば 、　－　　　　　　z，　方　　　、
、

＼’・

、・ 1く1雁の ¢
・ カプ　ガ’つ く

喫・く　　　d 　
？　　、、　　　、　　　・’、

，

7　＞’ピ

え’1八　　“ lw　　望・の ¢　　　匹 トγ

必 バノ、・＜　1 剛　1望1 1ハく’．レ し

’

‘ぞ

房司採　41 衣3ρ∠ 倒の　　切’ 一　　　　　　　　　　　　一

　ノ

、 飾　’吃　レ 、

」

d　4　　？一’〃催 肴、

匂 のむ比砲・ 　　、、）　　　σ 　「じ　　　　の ノー のむ

一ナー

国立極地研究所



（3）
1　　同 ・・lk　く　　」融． 望1

診．、

聯1趣上 ’　　1　　㎞く巳力1’ 、＞　　　　　　　o

ぢ、傘6 く　　　づ　　　珍　　1’2、．
c

の タ・りz～3伽〃し の　　　　　・’　　　‘　　　　　の
’

〃．zl右1♂ul⑳ 〃・う㌧／l　lレカ　　のわのる2・あう。

1 4ぞ厄、 1　　／　　少1工二44㊨　　／ ｛　　　〃

副　4〃〃 ～ 脚1　フ0ろ　　ρ0　～2〃 33、τ

z・　’一レ〃 レll㊨　　〃　　・　　3　彪　・

わ しu　初じ 』川イ司の　　1♂バ／
否
　
θ
一

1く17∫1っ丘 じIX－1－l　　l　の1‡ノ’14珍 3．タ∠

5存2“わ・ 、‘ピ1〈ζイ芭｜　　の’・ 閣、／

o．8　　’2“幼ろ。 1

の” 巳　ノ→　　ク　“’　　　　て！・ 、

　　　　、　　　’工づ7　－’ 、　　　　　　、る　　　4 亘

1 4劇、ll・刻 の磁バ1　　　　　二 一

． 、膨レく廓忍 1　　、髪　　　　　・ のぞ“

1

、

7↓わ’ 泌hくわ’、・・2に　剤一制’　　　・’ く

め A〃ρ　宮 、＼ごXシ　レ　　　　　／　辺，、8＞〃ρ 才んの～ミ

2 　、、”ワ’ソ 1蝿」」血
一ζ一

国立極地研究所



（

3　南ピ’ 　　　　　　　　　　、ト，　1一γトのネ1氷ナ　フ　・1う

膓　4 探イ・，．　l　　　l

北 4

じ レ．　ソバ，　・　　彦〃　、　5P ・ ン

カつ催”“ ’1　毛．oL∫謝　の13糸、イけ6　　2 か

’

　ηレ 20Kか1　マ　マ，1“セ　・蕉，．

　、7 の一、　で■　探　　　”　　×

’‘　一　　　　ノぐ’　レ　　ー　　　　　　　　　　オム　〕、　　　クく〕二 よ

り　　じ” ト　1　　　　ラ　　ン　　”　”　　　、刀　の　　蔭．石 セ

れ老・1れ1 レフン・引　川　壱屡
’

た 二れらの1鮎ら　　Hレ丁　冷　　oい 、2

ヒ令 ，．　潔　　　　　1　’　）エ　　§　z　ρM ’

1、 oρ　ど　　　肋　　ヒ　　’吻　くの±
テ
、

並K広く
　　　　　　’
　　　　　　　　　、　　　　　　　　　〉る、ξ・　4x　　　　μ　　　　4　》　　　　　z“

、　、 1酬ヒス。已Kマ　マ＿・　此防

0　〆 の砂くっ・・　按のら石を’

L v’　　　　ol　　　O　　　　　b　　　　　Zξ

探イ た　箇　　ρ《《～”遍〃修｛　　ξ、カ4て・

祉　セ 、＜∫　　　　　　ノ1、　づ　、，　ち　の　カV　　刀　1しρ　　　　ρ、 ρ子

黄夫＼ 刀L乙く！〈ノ，　　　　　　　　彰を　　　4 ／κ

一
7一

rノ

国立極地研究所

）



（

1
．
！
　
　
ー
｜
，
ー
］
1
‘
ー

イ

ソ

Z

ヒ

3

リ

i
」
「
↓
ー
」
」
ト
ー
．
ー
1
－
ー
ム
　
《
1
－
錐
ア
A
　
．
底
翫
1
6
ド
訂
輌
＝

ρ

、

コ

ご

ーー

∧

ぐ
カ

多
切

噛
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
．
　
　
　
　
ト
　
　
‘
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
ご
　
礁
蕊
き
　
　
　
奪
　
　
品
＼
＼
ド
認
．
．
ン
．
早
　
超
　
＼
㍍
イ
　
　
一
　
∴
　
　
蘂
ー

易

て

《

后

塔

ゑ
W

じ

β

逐

の

由

、

O
・
命
，

　
　
、
」
ご
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
舎
－
、
ジ
テ
　
　
“
曳
　
日
∵
鰺
イ
　
　
　
　
　
＼
蕊
撰
・

・

＼

｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ド

乙
θ

促

プ

4

逐
’

φ
1
杉

（

μ

砲

修
h
ヒ

，

口

ノ
「
、
ノ
S
S
O
江
蕊
　
　
、
　
＼
、
己
　
、

形

3

負

ヒ

毒

、

フ

「

　
　
　
　
　
　
ξ
（
＝
．
▼
．
　
　
　
鳥
　
べ
“
　
1

ξ
嘉

ー
イ

の

ま

ソ
“

，

た
ー
れ
2

　

薪
禽
護
二
幽

b

V

イ
ぜ

1

ノ

グ

’

だ

の

1

O
　
　
’

！

、

∂
＼

在

ソ
つ

’

月

房

鮮馨
㌔
斗
こ

治

、

Z
4

卜

∠
Z

る
ト
ワ
　
’

β
’

∠
一

¢

〃

㌘

’
、
ー
ヒ

』
…
M
5
8
曲
ざ
、
ぶ
訣
㎞

ス

　

。

　
　
　
7
り
・
t
、
㌧
ノ
～
t
佐
・
～
－
　
　
・

“

“

ち

の

、

、

ソ

み

の

直

“

、

楡

、

づ

づ

コ

フ

口

乙
、
『
1

う
甲

’

、
＼

工

株

●

、

べ

ト

た

、

’

鱒
’
籔
㌧
万
勃

グ

イ

フ

W

で

口

ー
ー
口

／

鮮
i

1

1

る

’
フ

〈

老

0

’

余

、

刀

ド

付

、
、

コ

多

　
25
－
1
ー

　　　　　　　　　　忌
太平（

　　　　　　一δL

　　　　国立極地研究所

　　マック冑一リー　　（オーストラリア）

　　2M●cqu●r已L
．葛に・一ジー・・n　＼．　．∴．

）



（／）
．　　　　　　　　　　・dA弛　x的％膨　ヒ　〈 。1．・

“

　　　は田”　ぽ　　委 爾 極1地　）

核　ゆη口4官雀　味夕しレカr， ＝　れま

〆ハ絢考友揚随し，　。．　　ヒペ ’ ジ

山6d＾卜彦剰宇　　川券1じ1ジ／’1φの已～的拷徽1后ピ

カ・’　　茱　　の　　柄にっ口て1ヌ十1すう

1　逐山、　　託　　費r。’、・ζ搭絹・ 、

，1’＜≧兄　　・　軌る，b1・ τ‘’

は

山兜口’　　，山　　　1…比。之
⇔　　　　　　　　　　　　　　、

（　プ　均

の剰后・1φ悼⑪X｜ぎトらし凶　　1 、　　ジ乞の

巾・／、く正Z斥比1’ は・市な“泊、・） 1こ　，ご

こぐで・1　　〕〈　　　のグ　　荏　　91含 ’ 9

・が　＼《rな多ξ｝α1そ　＿　　　　tt　　　－　・ピ亀あ ち

2．司（訓1縮8　毛レー・の冷 と εか

　　　　　　　　　　　　　、ら計之．ム酬但1ゼ　、く停魂〆ゼ． 西但’セ・

高　　　茜「脊　τあち　じキ　梯ざれ珍

．　　ち　1＿腐タ　ゼ・の｝　　・　　一夏1紘
＝

’ 己｛’♂”

、

一・ 已ぬr寸1毛旦ヒ・函　　　（；設陽　ドよ 万 1工　叉

広ず鴫、ζc淋己　・　硫。いの崩乏，．あち

二れ1比看白…，・惚あら』るらk±の停魂βラ椎貿

　　一ター

国立極地研究所



（z）
ヒδく×　　　　1 1

い　　・（　’　1　〃1・ 1才1，　山犯屠・力今地

　　　　　　　　　’エ　、　　よ，　　　　彦　く多 。　1。（　坦左

流域・大マε　　　蕩∩毒陵θゐ し乙，莉舗・

ガ・η協密卜．基川く㈱剰 の〃　カ　そ一　卜一乙

・・r5司1能　　グ 1

ケ．　1　山脈　・ 已し一ンの冷　’・

｛　　・、レ↓び　　　　トレしし・ 　　　　　才、．ク　　の　　・β

’f位毛z－　1べ，レじ・1ぞ㍑ 1し　。、　，誠
　　　　　　一の増1已示紬・の1よ）ピわ 釧　1司ス・塞　　芝’

覆　方　し，ンの1料τ 毛し＿ン1壕ヒ
凶 乏ん　牢丁。前膨釧，パ乍う のが露去｛在

氷　、キ門毛レ＿・ガあみ ‘　’　　　あの今石

f　二　れ　じ　　　　　　　‘1　⑦　　　k　l 　　、♂チζ　　　　　　よ’”二

、

　毛．し　一　ン　じ　　　　　〕〈　　　　の セ　ρ方、・4給士九

亡　㌧　　　えら　れ　ろ．　　　し　こA 二〉琢　　1旦＝の毛

し一／凍1．r”卵嚇い。ヒ 芝　⌒レ素す与もの　で‘

呼存い。

6．　や4ヒム脈付』Lの審 ζ世 ドス・げゐ　面

付遁ンの　ズ　，プ　　　レ　　　■

ハ、ス　　　　　　’　ワ　　　　　　ら

　　一／ρ一

国立極地研究所



（3）
い∫古ξ　　牝　・・’，L　l，て　　　1　　・　れ　　1θ

珍牙口乙　情　　危ll，　　　・出傷’が左いの

で　　吾△な　　参　，。イ笑ぜみものグ1は1万い㊨、．　カ

，ぐ　，　　　　し1－　　　　　　　　　　、rh、　　こい　　乏＿　」叉　ば、　，　　4　　　γ　　　7　　プ存こ　の　　、1し　♪一

吃の1拠レ　　1　。　　匿1で｜あ巳う．　　　　　　ll

一ll　・ソ　　　、，レム1　診　す泣1の　　　　　　が

’　　・，ゑ功　　　　ム　リ彦の　　切旋童ヵケ修，4〃琢

ワ　　　　u　2じチ修才　　＋ろ　　　　ヒムK⑦≠

ノ後拠〃老　虚　・れ，ズ　1，1　　　惰石　　　芦らし

食71　1の’t‘z・ド¢　在ヒ㊨1存’1　っ1て　，1ζ　・

ろう　ヒ推膨すれ　　1　吃　　　　川c　　，，　巳　孝は

な“刎，ポロ　つあ　1“ゆネー’ンの2”，．遊

L！ボ　　赤よ　そ　2万院者じ　で・あみ　（　よ　り　ち、、1

　　　　　　ち窃ハ．　　　　　　　　　「叡域’叫　　　’』　白　　ク　fあの∫土かじ・r生ゆrタ皇い

働の鮎しから．均報抽可のサージの綿ε竃
　　　　　　　　　　　　　　’㌢伎：イ∫ぺ　　τ・あろう

ンデン＿〔・ルジ1カー爾ヤ孝tヌ　タラズ

一一 々な℃　ム甑　じ　　存ち」　　　　＼な1＿　　’　向のfl

　　　　　　　　　　　　　　ハ1二而うよハ’卜観り陳r‘起イボの身在のητL’性が碓

滴ずでら。

　　　　　　　　　　　一〃一

　　　　　　　　　国立極地研究所



よ ．

ITHIN THE芦ME EO ITE　ICE－FIELD　IN ANTARC IC

ak si N　GA A （NIPR）

B TR　C　：

i　　The　differential　s　ectrum　of　mass　distribution　of　Yamato　meteorites

● ・

1 」

et 　　．orlem SS （ ）
　　　　　　lsrprsen ed

appea「ance

　　　　　y

frequency　of　Yamato　stonei

N（lm）
＿5
　う m／ C

一
0

一 一

一m　mc d ●

　
　
1
”
「

11 ・

ep ese ts n　’ cr asng iffibult in　sit in fin ing sm 11em『te°並e

1 an C 5
m． T

ess　than　a　critical　value　mc　．　In　the　case　of　Yamato　meteorites，

ea。Jdit。i uti no a1 kn wn　sto　e
et　　　　・　　or1 es ve　th　w rld

　　㊨

（ O　＝： 104） aloi　re re ent d　y （1）

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿C　－　　　°

heer SU ts ay ind　cat　th tt eo igi a1 iff re tial sp ctr m f

as di tri uti nofst
　　　　’

ne meteor tes
■　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■

　　　1S 1ve by

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
N（m） ◎o m ，

（2）

hi hi
　　・

in xa ta re
　．

me t w’ th

　　f

th or tical
・

e．tim te f　（ ）・r

ii G avit　se　a　　‘ ation　effect　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

■ ・ ・

」
・ ・ ・

y avヨty　t ro gh　an 」ce＿ he th止sblen SU ges ed．

（

　　　　　一ノ2一

国立極地研究所

）



（

mth　mat’ca　th or for est ma　in the
。i。Lin s↓。d

；ebasis° th

　・

PI　sti cr 　　■ep ng fi eurde　th↑effect of
．

lO　． E re 一
一

一
1

y

＝ ，

日
　
川
s
p
h
e
r
e
　
o
f
ぶ
L
　
i
n
・

1 1 　l
i
n

i一

’

S
’

・・
Jby
1ng　pee o　a「191 radius and7

1
dehsit

u （三） K（
n　
） n十 （ ）n n 4

he e O en te th de sit of ice hi1 and re　dim ns　on1 SS

on tanSW ic
－
2
ar n tmch

2

iff re tf om he nit
一

● Pu　tin n　＝

or ’

a｛

一

　　1 cm hi］ re ult
，
m
a
SU←9・↓tt …ト・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　α1　　　　　　　av　ty

ep　rat on

ffect　is　ne
ra」S。↓、。d

1igibly
　　　　　　・⊥

small　so　that　all　Yamato eteori　es lh° ld ave be n

WO　an1Ce－S　ee　O　ranS　Or　me eorltes

・

1 1

ha eic－S ee　of R in　adi S d H ’ntec nt al igh ●
h ic

sheet　shape　can　be　expressed　as

2m＋1　　　　　　　　m＋1
止 m r

■

ve in he　as
．

1．
・

e qui ibr
●

um 1in ci cle to epa at th　ablati na ea fro　th a CU u一
10na「ea1S　g1Ven　y

（r ／R ）
＝ 2　2 ＋1 ）／5 ＋3 ）， 6

nd　he 10w 1in　s　　e　l　ep ese te　by

　　　　　一ノ3一

国立極地研究所

）



（

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m　　　　　　　　　　　　　　m1
。
一 上

一
＜
m・2　＋1 m 1

2m 1

ー 1
・ ・

5 m＋3一　　　　　　　　　　　　　5m＋3

・

●

sh　uld e uri　d　lnd　hen tr sp　rte　o tw rds alo gt efowlin SU ti1

they show　up　on　the　ablation　area　surface．

（i▽）
on’町er　enc　　of meteor’tes 　　・OWln ot ebdt o　　a h

■

Thebedto　o apysch as hi h ゜unta’n「a〕ge tend to P「 ve　tth

flo　te ds oh ri　ont 11y co　ver et W d e a11 y， wh’ch ay res 1t

・ ce4。h
maconvergence　o　meteorltes．　Ahigh　mountain　range　which　prevents　a

。d1。・十。」。」。a
hor’zo a1 10 of et　i　th ses anu 11　ft e
ice she「t・ thse　ph

　・

sizing the out　ar 　　　　　　一t「ns『°「t ti°「°f met or’tes ●

（▼）　Alat皐on ffebt 1

Acntiuo
　　金

sa 1at’on　f　t eie－↑he tsrfa ei　th a ati n ea ca

OnO　meeOrleSOnyOn e　are－1Ce、　SUr　aCe．

（vi Yam to ，1Meteo ite，lce－Fi 1d11

et

nte
ori es av blen　isc

l　ve
ed n1

eteorlte　ce－　1eld　in　the　neighbourhood　of　Yamato　mountai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　on　the　ba e－ies rf ce． T e
．　nn a1 bla

　．　　■

io raea OU ts
・

O 御7cm y「
　・

am to
■

OU tai s　　d

nd　an pw rd o司em nt fth ic 一sbe ．　　he ob erv d pw rd e1 it

fthe　bare－ice　surface
。。ace　h。　i。。↓t。、　c

rtv

「anges

　　r

from　2．O　to 8．3cm／yr
　　　　　l

．

and　the　bare－ic

一

●　　　　●

1tl　ns re　fav ur’ ef ralna CU ula　io lof et ori es　hi hh ve fa1 n
n　　e aCCUmU　a　IOn　area　On enor　　ern　s　ope　o　　uJI　　lvl　e・

（7）

S，

　　　　　一ノ泌一

国立極地研究所

）



（

と一　4 つ り山　　”ψ　　々仕）　1

1　　　「　仁P
北　埋　1八　　…三

北大理　　　犬．三召

llgl・　ド よ 1・ll了1州＝ヤ　　と　4

う引の 闇方 ～ ドついマ　　・　　1星　兀

力 系 二　に　　　主一　冷久つド真

∧1 ・　　zバ　　　　tこ　　3　カニ　『　ン

碕　　，組］戊¶ 汚　じx　lい　1　　の4卜

・llの」 1 ∠紺　し　こ　信（ぐ匡　　一1｝

や　　と　　03 1／　　4。Po　　64　24　ノ

3　2　　4 で　　　1．　この53

0　3　1P　　’1’ ・　　　　　’　右　　’）

ぞ と ）　セ’∂　　　1一　ゴ．　　　の．戸

方　ろ，糾　全・ ℃　　　の　　　　　　7ヨ　　　　快

二奇　　3ぐ　0 ム ．1や…いト0　、　トア£
む と o　o　．　　　　ノ　　　　3‘2　1

1　，

　～
｜ ll　’　　才’　多　。　この’

手と ／ 1ほ　　　＋　めほ　　コ　　しこ’＋

々　肉　コ　ニ　“ 1し一 1レらl　x　　　明戸　　　　、‘埋あ

　　薪
国立極地研究所

）



（

い　　　．　⊃　、
’・ U－∫レ 圭ハ 扱．ムク1才

　一）　　ン　　　　　o
‘　、 、．・ 方

z“ し1～が『1ス ノ ヌ

占め3　　3 σ Lク40。 3∠21 に

二1一し　k 1．．輌」1 主＾ 、1〆

一　’　　ト 、　　卜 の　　1明、， x圭歳
ムとし　　，三臼 リ　　　　ミ　　1 玉ぴ

コ　ン　ド’1レー　1レ 丁　　乞∧ んと一渡 しし ±黒

べ　θ瞭｝ご与 2い5。1 ＝ 看に 』

slΣ・’・ z引　　、 、

　　　∂
と

0 1TJ ・レ　　～ i友1 ’

に　し　主に ン〔　ン （　o 、　r』

‘1
（

～
ご臼　　81：　　　　　　　　　． （ と 9

、　　よ　孜》 也 イめ厘 ピによ3 毛の

』田　ト》 引霞し で ：二　〇
▽

ヌい．コ） ←

｛し～ノし4 あ3　｝ 「才 と

o　　玉 o〃。1火　　’マ’ 。　二 ～
5　∧言

載『

、 o仏　ク　。 。　　タ ／　1

ユ　　4 1コ豆水そ一1れ v　9 ↓ω λに

1£　H6 L　　L‘ に介 ±れ3．

　　一ノ∠一

国立極地研究所

）



（　）
、　　　ヤなピ劇石悟の岩石博餉 秦1

ホλ†眞　レ・ 木健斗 ぺ場与．志・男

（　2ヒ 丈理）

4　イ田の　ヤ　さ　ピ　P員石　！こ フ べ　て浩ノニ安輩§セ祈底

一　1鳳5鳳・。輌｜・・」（1167）｜・浩石当⇔ タ　イフ〃ノこ

旋．てさ　ごあた。寸ン フ・／・／さ多1陵の ∠　う　り　て・・

桝オd　　〃5か3　　〃イ 6““ フ　　∠66ドイ 個て抽る，

庵　ず項・在｜の　x　二3　分祈等 1さ狩る　。て 一 宿・・。

協5σ　帆 よ㎡dθ？の｜の己石閂鍋 ク イ7ρの判

足基園。うち1鉄下1で観’、へ 永　5　キ　の 拍途体の

組織　　　　石　ら佳類1及Φ・・月、 綜晶矢填物 り1結晶度

5点でち⊥5．　こ本 51に つ　い　て　モ　ー ド糸蕨Σ
り
　
ぷ

参脇いるw5 該・月う5。　Hod・1“卿㊨5“1㎝〔Uo1」ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

㌦1■　　　　　　　　　　　　　　　741弱　　　　　　　740乃　　　　　　　74371　　　　　　7刷7　　　　　　　7“18　　　　　　　74190

　　恨）　　側　　　胆5）　　｛肪Φ　階6）　（t61

0性h叩y㎜●o●　　　　　　　　　　13・4　　　　　　　　14．5　　　　　　　　加・5　　　　　　　　25．3　　　　　　　　，6・5　　　　　　　　27・7

の．∠全体　ハ系且織1　δ　・）

憶 度。先石学 餉夕人7〃
｝

1： な　3仁佼， マ　コ　ンド

　　　　　　　　‘C11“opyr復“2　　　　　　2．1　　　　1．0　　　　0．9　　　　0．3　　　　　1．0　　　　　05

011∀io．　　　　　　　　　　　　　　　只．2　　　　　　　59㊨2　　　　　　　53．9　　　　　　　馴．0　　　　　　　59・1　　　　　　　57・7

門●gf㏄1●5■　　　　　　　　　　　　　tr●ロ　　　　tpac●　　　　0，2　　　　0・3　　　　2」

A鱒t1任　　　　　　　　　tr●ce　　　　　　　　　　O．1　　　　0．2　　　　　　　　　　　0・2

～pt情1　　　　　　　　　　　　　　　　　tr●C■　　　　tr●C●　　　　tnCε　　　　　　　　　　　t「．㏄

Crγpto●γst・11’oe

　時tεr＄●15　　　2．0　　　　　2．3　　　　　tr“■　　　　　0，1　　　　　0．9

0口q姥　●＄簡r●15　　　　　　　　28・0　　　　　　　　22び1　　　　　　　　24．5　　　　　　　　19・7　　　　　　　　20．2　　　　　　　　11・0

0th●r5　　　　　　　　　　　03　　　　　0．9　　　　　0．1　　　　　0．2　　　　　2．0　　　　　0．2

To匂1　　　　　　　　　100．0　　　100．0　　　100．0　　　100．0　　　100．0　　　100．O

Choodm、■

●thopy故e随　　　　　　　　　　21．3　　　　　　　　叉．7　　　　　　　　23．8　　　　　　　　銘．8　　　　　　　　39㊨8　　　　　　　　3．．7

CIf礼opyrox●n●　　　　　　　　4．8　　　　　　4・0　　　　　　3＞0　　　　　　2・5　　　　　　6・3　　　　　　7・4

011v1騰　　　　　　　　　　　　　　　65．2　　　　　　　妬．4　　　　　　　67．8　　　　　　　42．7　　　　　　　3775　　　　　　　42．9

P1■91㏄1a5皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tr●㏄　　　　　　　tr●ce　　　　　　　　O・6　　　　　　　　　6．3　　　　　　　　　‘．2

5P1随1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tr●㏄　　　　　　　　　　　　　　　　　t「・c●

句ptocryst．川n●
　題鱒r白、ち　　　7．2　　　　1、．4　　　　　2．0　　　　　3・5　　　　　5・0

。閃贈耐聡怜1・　　L5　　4・0　　3・O　　L7　　3・8　　5・8

1
1
ス　　ー　ノL　X　　マ ト　’｝ッ　ク

又 の・麦界介 不明瞭’二為

1
1

，　モ　ー　ド組蕨　オ　5　モ

B月 5　カ・庖　δ　う に　コ　ンド’

1：こ「

忽㎏

Toぴ1

…蒜∴蒜三甑。
：：1：：1：：：：：：三：：二：；

1°°』1°°・°1°°’°’°°’°’竺・°1°°・°

　　一ノクー
国立極地研究所



（　）
ツ

か

か

プ

イ

丁

ほ

オ

れ

S

傷

り

熔

二

曾

て

ち

η

細

晶

タ

斜
単

7。

1
3

の

さ

申

∩

さ

り

透

う

わ

ト

の

結

イ
ク

ρ

糸

肛

λ

τ

ヰ

15

一5

れ

貢

物

’
、

不

¶

る

下

』

⊃

ね

で

グ

6

石

叶

司

午

組

晶

θ

び

κ

弓

ス
た
舌

以
再
燈

ゑ

れ

額

4

う

ブ

楳

十

挺

い

ド

絃

5

及

さ

◎

｛
卜
6

い

ぺ

種

プ

れ

イ

カ

プ

ぼ

13

一

い

久

庵

る

1
。
く
い

橡
ぴ
声

デ
λ

て
〔
Y

寮
飲
沙

∧
石
輝

イ
タ
θ

（
5
め
熱

1
恒
㎏
た
き

イ
タ
戊

し
ぽ
（

ト
イ
ヤ

0
さ

そ
”
度

て
ク

て
t
加

一
フ
が
S

た
ブ
イ

“
て
ー

で
b
弍
∩

タ
■
イ
う

土
き
晶
鳥

剣
1
㎞
い
閲

い
し
4
仁

る
い
マ
つ

ぼ
ー
ぽ
し

5
1
川
譲
に

O
b
庵
d

一

7
〆
L
フ
亮

1
8
司
概
7
9

、

ン
一
オ
く

れ
へ
～
一
め
譲

晶
社
つ
物

従
に
争
彦

増
β
信
石
長

れ
「
～
一
め
認

タ
9
度
」
尚

示
き
角
傾

キ
暑

4
プ

布
て

角
上

寸
の

ρ
”

広
贋

が
ン

ホ
き

叶
の

離
∩

イ
タ

フ
て

居
人

慣
穴

に
ブ

斜
仁

で
3

が
入

イ
い

イ
タ

主
セ

昧
鉢

1
着
両

類
石

て
つ

ン
叫

埼
れ

石

ト
ろ

が

し
Y

げ
人

晶
結

イ
タ

垂

7。イ

ク
寸

マ
し

一

住

轟

の
司
い

タ

∋

パ

プ
、

輝
川

々

る

綾

モ

ノ

ρ

t

タ

」

双

ユ

入

結

誹

で

D
仁

イ

拶

1
斜

ブ

あ

六

に

飢

度

㌻

塙

ト

轟

り

ク

い

遣

ナ

㍗

卜

で

ぼ

一

で

反

合

七
▽

減

Z

ス

結

　　一プ冴一
国立極地研究所



微鵜烏失晶物’5引占7・4 τ一｝さ隊橘そ で’　　　あ　て

わ 亭・メーた　ロ屈材を示已　キ の一ヌ3一 ノさ膓微細

力鳥晶さソな．て、一礼 タ　　イ　7ψ｜5一　て’ b前椙　り

よ 5　為栃　　、は　圭　／δ　や唇’在 て弓”　　タ　イ フ〃 イδ　り

β ヤ｜や欠　きトノ微子∋方1結匿日1よ　ワ声 っ　マ 一る。鎮

下 で　の観褒　1二さ　叡　1δ・（　欣 5∫δ斜長石 ，菟　石

・び’ カンうン石帥」る　。マ 一
　る　　よ　S　て・・ カ5．1ま：

　　’、　　　　一　　　　’、　　　”　・　　　一　　　’　　　　，　　　　1

左斜長石・の大ぎ　底鳥　烏r久 2　れ08㌦　　弍　音 れノて奉一在

す 後、しづバク川・引で ノ・・｝・δう 着イ必吉晶
物 剰｝さ巨∫さや1存在1㊦　寸・・ ナ（鞍1角今丈1き 5、、’長石

（久∫ o』左・イ㌣　ハ鉱1物の　間 セ　5滅　て　 る1θ

き　た狽在　きで∫こ了夙〔1た寿鉱％φ× 浄会今・｝・

1
こ つ　・・　マ　餐　、ミーれ　う　。

／

（

　　一ノター
国立極地研究所

）



（／）
5）　　ヤま　と了員Z～←1　　丘　　　ノ（．　1〃し　仁　フ　い　て　⑳　2

雇看倉・舜寝　　l　　　l

ヒ　狸　　八　｛＝
オース　ラ！　　　ニヲ　1レ　　　　」　　．ムo（久’

川　　1・　1閲　岡　　島　”
，’

1

や　ま　とア員Zz（、）　　た）　　（T）　　拠　1丁〃　タ　も　／2θ

亭／4突吻　観剤隊1二よフて旅、乏れち，ヤ‡

と了後花～1σ），　後），　畑）1tT普6　iコン　ドラ1イ　ト　仁　　　1

才iし熟〃坂●り小ん’ん乏、丁『娠　　『三　　‘

乏、丁大考　刀～斜zz石1（E壬＿五37”　、勿石

才，ヅ　　イトはわ　’ひマ＞　3　，、　名σ・ρ識

で．垢ヒ　3と自危（Mに♂1・、71丁　　己

又　士1。ぷヒ　之一捕編脂’〆禰泣
次認　ラ焔　付　綱い臼て昧1’ン灰
危、フ　トワッηイト存ヒ・ηVン乞挺部躯

る在イ了　不透司紘〃目1つ、丁カマ寸イト　’

一
†イ　ト　　｝ロイラ　イト　，　7ロマイ　トポ祈・エ

1　〆ヒイレメ丁イト　｛誕めラ↓13　　　寸ヒ

　　一rz〃一

国立極地研究所



（2）
、磁　　丁　、才‘　危＿　，、　　　　2　・エ　イ　づ　1ン〆　ド　ブ　　イ　｝　1　　つ

ノ、ワ　　　”イ　ト　ヒX川　　ノね・ナ1　ん乙α　　と　，7

4性　セ了い了い孔“禰危ほ7’、2／寸’イ
L　l三　　ガ、～フェ　ロノ、イノぐ＿　ン、　～三3クま7・疹、い

麗釧り陛所巨孫　L陣締輝％、てヒ・ン　ン閲ゐ

w♪官オージ　　イ　　訳欠　　　｛1セめ、　　1フ

7／／・1イパー》／ン｛脅てイ3　　、、　花啄了／

z
　寸　　イ　　トー　’・分　1ニ　ホ｝　　　　　　1筋　4　　　’　　　マ　ス　午　　V　　　　イ

ト］る在了3　主i珍碗刎川　磁嚇　　彩η1手

砒1齢かん1ん危庵。花爽　7クズ」
　　　、　　、
／ぐライ　　　ソン欠石，　7　　トロッ77イ1トか派

1　ク，乙η含ウラ1ン荻〃9彩　t認

れ／　Z表助紘〃帥」ニワ　レ4　　トロイ’

イ　　　クロマイト、　イレ　　ナイトが肴てイ3

輔ヒア輪一乏　）7Mブース1橘允る軟
　　　　　　　　　　　　　　・斤かフεズ　ヤ‡と　形ノ）1訓含茨’色一　そ

て塁イ了ガ’ス｛、　微・1・㌢「・～粒f≠エ1　’

／レム4トク’、舌い才」乃　’　て主ヒ1　　陀

，、　％ガゲガ・～荻了

　　一z／一

国立極地研究所



（　／　）

9　やまと頂．石のト　　三。の記1’

閲l　l島　”
1

やまと頂石っ　名1・っいて、fっ及因主ろ
※可引と　順石。、川由1来げ了　え方と永苅う

星雑用による陳積“　宏取IPニワ・うれ3
に　ま　な　・・、勾也　アi自Xフ南に　よ　3　毛　の　と　、彦　之　て、

ぞり現象1才名求了了試壮毛行っ毛りで‖艮払芝

稲　吾ゑの頂酬菊の限名とり比　＼討主く’

フ仁川輔と自降エクη’1氷試　・の楠
＾

旅集｜・、、1て目ハ姉鳥果なビヒの鹸袖

行フた．二れうり鰭＼1刀・一・」預乏・酬1二よ

《今怖　　・兄で、ま説恒Fηぐ困：難なニヒプ判g舶

7k河り遥こ’1二よ3菜’、作吊択一章情役1雁｛一

って・帽川、・ことを間輻的に支、了了鶴論

Lなフた
次に、傾ゐの表面に付　　1て、・E白色ηグ

質1。フ∨て、裟生勿卵・甦也杁　フ節、芝1一

フ在択　綾．　　川・・工戻皇りな・・り質で

茨ムマ7情ンウムヲ細凡　脚Lで　了
ことポ孝・日Fl陥　1　　　　「一

）↓ペラニ　　三っ記1’負・　　1にっ〉・て　　雀を

ピ’ク　　　　　　　　　　　　　1

一22一



（　1）

“、　、かク4コか・ライメ劉石の4ク序ψ　石

濠ρ，ふ翰κ　っ　川　zL　　　　宥・1α　　　　レ　肉ヌピ三

’　　　　乞　　！’　本正’　　z、丈1云　　　　厚　タ

ヤ孝と　石、’崇爾充’ε遥は叉吻己　　う目的

づ矛備1的力1　ロ　「｛1’1つ医め、〉欠り2r法7・、

イし学勺、幽！后営ウ合憂芝行・た1．　　試’　バ

多・1たわ、短時間τ多ζり分員ρ寸7“き3才法

τあるて1と、　究嗣式　づ　格的刀面　芝
行ラ前つ試季刀割Z・あ引一め、試’1古・量Z・

コンげ1ミ”　一シ∋ンを　撒なト・才1法7“あ3ミ

と　な　とご　Σ　ち　　　　し　た1．　　　　二　∠う　目6今　り　τミあ1、　　ρ

カW』踊　くになろこ1Zけ　むを得な・・とせ

ざろt得与ρ・。た．　α　　！　り　…後『員ゐ

試挙　よ1かき車ソ、小ぐ偏皮　　しハな・・tの

ヒ‡エ・レ　　　しロ　　　・マ　ィ　　ロブr2一　フ　打り］Eめ

⇔　　・　レ．・イ　ン　・　マ　’　ン　　　とっ　　く　‘　　フ（了　偏　もの

　　、1古一　　。工1C　　シ　　R旨仁　里あ’　んτ　　ρ・2～、∫

つ秩ざ〃藁　ちρ・歩し、　・巨一プ用末ノ、

ン膓ド・宅クシaン乏つくフた。

二　沖試紬＝フ・・、そつ　’弛τ

　　一之3一
国立極地研究所



（z　）

る　ンーン雇　　こ方　花　’θ樋　　⇔C

土　。，ブZ・測旦し鮎1　臨にフ・・
’

τ、週・腱点’‡！　3甜クつつン日・ユーレにフ

・12行・fヒ。　雑果間戸　戸す　　　1（’∫5

ヒ21←1“引ムxっ1（け一レ1　　　∫　　　　1材

および1　θJ　　l／LぷZ　鋤　　　　〆宰　　　　り才咳

2怜類脈．　こり才蕗τ1才減方烈葛・・コ
・　ドライ　ト（　　　学‘リ　　ィフ・丁　6、）　Z“は　〃Lし

り》顧1古墓　1了・あるぐ1’β　い1宅つで1寸不正

7“あ1引の7“　反　　徴萎τ　た僅1属突の釜在

老酬軸亮　1垣た．　しかし継1りをバ

1・・もうは7の刀　例不9一生り‘司　バ　る

セ☆穫の膓・・tのりう引プ。一・τθ肪か

ヒ　　（畠む倉長后の　　　可とな毛のは老辰孕

θ勺　　　　イ　ブ　6　と　し　τと　ρ

こう礼加’　たヤ訓と輪ク寺徴∫才、彦

綱劇二酸｛じしマ・嶋：と2・、と搬右面
’モ「〈　　iフ乞ノたミともあク、鵬化殿，　κ　イ

多　白　の1右は　　徴駿による　蒙ヒ、刀

‖’L」二　5ミとΣ困、劇＝しτ・・る。

　　一24一
国立極地研究所



（2）
あ’一フこり加紬二よる斜頚 の向θは

・雛穴角レ　吻的なぽり2“あbヒき 1す、　ク

など誰しストブームεフく・1即奇、1‡・き
ソ　　し　r≧、」《　C・　食まミ　Z“…き　な　く　　Z　、 見かヶ」二Σ石鷺

9う　タ｜イ1フ。ψぐ匡　　く　よ　1／1て1よ1う　∈　1工　i5～乞、 ナ牢防

る，　隅られ賠線’⑪欠りよう1τあろ〆、

％丙酬‘’・i（っ目勺」＝は　合参彦 ’・偏5協の

と夏月’4；る

H｛多　：　7　04　　　4／　　7〆タ　，ク 7　　4
’→5二6：1’　　　　　7443　／　　　　　　1

H∫　：　ク　／　3　　714　6　　　ク　4　7、 ∠4　．

卜14：　　ρ2　　4zi‖　　　3す、

：　0　　4　　　7〃ア
’

H3〔、プ　クP　タ　、

L6　：　　4　3　，　　　　‘　　　ク　！　4ノ ．3〆一

ム‘　　：　　4　36，　　　　　　　　　　7　　／　〃、

　　　，L　　，　：　　　4　∠　，　ク4ζ4　∫（？　，　字　タ
、

L　4　：　　7　　玄’；　　　3〔zノク　／　／

∠　　　：　　4　〆　；　　乙　7　　；7　4
■

　　＿～、ナ＿

国立極地研究所



（ノ　）

〃 やま・と蹟広　　　1エ　フン　・－1イ　　にっいZ

式臼ハ　（、・　’宴本正遡（ネ月た理

矢内至三（1力極地苛

エイ1コ1ンド1ライ　ト目劃太1陽1多ミつ　エ史り’刀田に1お

・・ マ　小奏星的4母矧上τ起ピ丘ラ緬と介

化ヒよハブ〈られ泣殻ウノ・τあろと・・ク

　●毛　テ　∫し　ぐ［歩セ　カして・・　ろ　1）　　　　し　］θ、しこ　・ク毛’一

1地売乏’笛　　ろりll士トセり7負尼kカて内・・

η酬離ヵごあソ、凌しい勧L｜カv筒1た水マ“た

ヤまと鮎　に1こ舛ワ輪瀬フ1あツ、
それバどんな・一｛致芝　41つ　マ・・ろφ、り予備的な

デー　　乏得3たヵ、セ晶¢的・玄物学勺一究

匂外　1二よ兆うばれ師員石う’レfン・
桔ントおよび璃片ドつ唄行・丘．　こっ
）　ラ　オご　ハ　ミ　　　　ト　角　レ　・ヤ　山’ヤ　ま　と　　　　と　7　／∫・　仁フ

・、 2r‡別に発表を行〉。

ヤま　と7　0！　，　4〃　7　ρ3　4ヲ7　ク　0　7，7　！36

および7∠㎏8はζ、〃　　　e　　位〈〉（乏．

そ　fク化・劉嚢戎芝・フ亀方“石よツ乍ノ、
一

　　一～∠一

国立極地研究所



（乙）
他rち径31玩’乙引一　すろ　　⇔1ム　礪広り　　1膏’ち

し儲ち晶バあa。　1ニクげ一｜川抱わジ
イトリそ雛一致卵ぐ、晋動｜ダィ汀ジェ

すイトll‡角レ縮化訓脈　　’引・フ融寸レ

こ刺＞1うP劉石任司畝祐乙」川1て峠め2階見士1水1伝

（司　1｝M’倒’詩晶イさ淑農1短　’ε奇つク

v特微］τ　ろ　　海11互τ／oラ「　汀イ　ウ’ラ宏

つ　倭い乙4り｛蓬］・、・　β月な・　　π』プへごネ　ブ　｝　　一ノ・だ

にあ　ク　　　そ　・クll百｝つレ　ケ1工肉社　》　Z“不、秀β月　ム物

　　　　　　　、ら　Jz」つ2いる1分よクなaL　　l不’ρ月ち賜

1‡トロイ’イ　　1〃7〆　く乙oΣ　む　属＼、

ロム鞠縦ノ含る一　二水’笑・な　特巽

な乳’　は　天体内τの妾窃く董吊芝者示ダろ

もつ2あ八ま消かと　量ク醜輪ぜ考
えると　ミ棚り・くとも幾つ州壮ともと
1司一り蕗下τあ・たと鰍｛焔．

03　は、θ・〃田乏茨　　　ろズージヤイト戎こ

’1一 量う　1に嵩む　毛尼才一ジ　トとクロム鉄

広、ト　4ライトを多・。　揮尼｛‡姦彦ウ

　　一ユクー
国立極地研究所



（3）
6ぬ1多　た知酬砺　　毛レミ　踊レ苫
xτあ後。　　石り1化孝短成llよホスト丘H、

ヱ　1、　！ぐ’　　ω　　〃l　　i』o　“j　lにフ「一ジ

仔幽4職4　　　　　　　　　　　クら　　1・　芝　む　　　　“イオ

e
シエ1川イト1ウ 尼1と1山2滴蝦仁都像
％卜1h斗もむコ1一　ライトz・あるβ・1‘二・斤い

わ　培1　⑬1，1歩｛医　化秦列　　　陪昆ウ夏月待

ざれ21ハ1た師●f二zβ考ヲろ鴎履τあa。

ク〆〃4μ言　は乞藺引　1に見1フρ・フ丘唯一っ

石　《障后τあb1Wつブイト司あろ1。　直径／

仁・　ず3均復15刎ン’ンゲ斤《zをZノぽきノ

ロム《声、トロイラ　41t乏ロむFそ一∬僅バあ

ろ、　　～』ぴ・　細　　εホし　タエナイト

リ　ヌ高ウlr量1胡4．98倥才次゜　。ρ　う　　r「・力

左ア穿度に才∂当ヲ3（2

d）仙ムH．Mr脚1μ∫5｝；1τ，畑」細（・％』．

乙促噺ひ蹄・7カ’鍔一蹴・「2万〆4・品a嫌し

R’〆αク∫〃仇磁2ノイ乃　κeg．多・． 55　ε
ρ
．

岳3－　o．　　ノ　α∫已 含　　5τ　’・rタ‘カ4 ．％。，！4 ρノ：

βu　．80，1字一就 力刀　宿ケ！当∫窃

　　一28一
国立極地研究所



（1）
／ ．ヤまと未・ノミ　け角レヤΣ卜＝フ“

宴本正’（ネ赫こ理）試画ヌ（勅ヒ・理

K内桂三（屡IL憂1也　　　　1

ヤま1とア輪〔3〕K登見ざ水医磁磁
づノレむ　　｜　’z「あ1引掬批・〃・～と陥　中〆イ」・

fこ　っ　、、　1z　　倒物孝ψξ7・　　；晶孝　　うん　1究　ε　7テ　フ　7三≒そ

　2　　　　　　　　　　　　，
ク！アl　l的な　テ　ー　ヌ　x　示　す　と　と毛　k、　こノれ　ら　ク

　　、P臨旅1‘く胴　棚る寸、’・ラ馳した
α　1’判天　‡1・4剛モ了「・（1，z）と母天

表面ドこ1みワる夙叫τfつよる・叫にン’　〃f　“

仁よフ7θ確‘多に吉見θ月7吉る　　乏　　老1する．

　　　　　　　　　　　　　　　、陥　〃必ノ1よ要型的句P　　～　　　（孔7“　ろ
’

と乙2合Qlτ憤ろ．　しかしその

りマ呑　8ブ　　ノ（と渤　〃μ節　的皮　　　　つし

尼つ化考的鶴晶子‘今特微μず、　デま7’矢ロら水，7

・｝ろ錫・’　才つ　んりび刀睦囲ク　ベてと

　　　　　　　　　　、3・くむ〆、山’吻痴‡今りところマト’
7　　スには　嗅」迂れ7奪い。　　ごく／1量つノ1、

マな　　　’　訓　　（W7　、ρ1『　o　乏　　むρ∨そノμ　’よメ　ンシテ

ラ　ィ　t　　　っ　宅り　ヒμ“（τ　、、る　⇔　　　　　こ’”」多き］β分’

　　一2ター

国立極地研究所



（2　）

，まJゾ「』顕　　ヒ・εと1（7　∪エ　1る．

ちL。ク／5　1よ狩喫な1乃　十　　　α必ん7“あ

ろ。　そつ繊嚇賜☆はム門嵩む　飢’
と限zlu　3。　レかし・編　　！’胃緬　・1 ノ

りよ1うlk吟β　「1声う肉司宅疹まノ11？・ハ1る『、

’ 々　・1調べ』た・履石9診P冷・1‡、　’1　’　的或刀

は見倒され7な・、。　　fつ　　ク　尼は欠ラ3

プリタイ1・に分額z門ろ。　わM吻
に挺た巾のたい高療ラ1刈ラ叫／・　を碕つ　石

（1。　【2）1∫v万叫∂　つ1よ　う仕知〕・・1ラ　メ1ラ　乏チ奇フー

般自．なぷll　的　　石ω。　3ノムM止　　仁7た
ネ隻．　　な　　　1　’　　　乏　し　r三　　　石，　4　σ　　　，ざ　ら　1て　こ　・ワ　　員

石　　に，‡Ω15α』　　∫＝見られるよ　な　　磁’奮

条’を赤ダ　θ∫　“3在す3　　弘上よツ．
ク　／　　　∫≠　　　　　・　　　　、　　’　　　　・c　　　　表　　　2’ぎ

る。

　　　　　　　　　　　、二　れシZつ　りア　　1’　　　　・6乙ぴし　ゑ　Lべそ　9　　　の

’

組微Σ示了』　’　1‡　牧々　　天

済毛デ’しウ毒面で帽尼嘉下1二よ・て庄ヲ引

1　　　　　よ　　”⊥によフ7指明

　　一3ρ一

国立極地研究所



（　3　）

ゴれ3．　　すなヵは　　／1 1≠し4よツ¢ ≠1’表

層ク1　， 巴ぐノ』己←とな・巨もク

L』・抽ろ． 川
湾　《南

〔1〕η4翠　叶・ノ11⇒⇒咋1∫5；：τ伽 ε’∂㎏・門’

に／9〆　　1ε．乙ll　汐よ．
・ 籏、ρ』弓41、

z〕　　　i　昧？n∂　oIM．　／7ク〆　　　　ρ 必夕∫
ノ

、

万1舌　　ノr．7．

3　kタフω4；創（〃　）　⇒． 励μ　、． ∫．

迄」．5∫ε15：　．1－　；　ヵ’ ピθ物 クτθノL
●

．

　6，　ク1♂’！古勧勿z・！≠ 柊勿’
●

（　∠　　’．　L．　1

4　　ぱん　．M； 伽ρ1 〃Mθ．ノρ1乏εMβ．（タ ソ

ム5グ〃亡　”μ3〃． 尤1　β
●

dゼ　　”　　　ら　　15∫ノ

1

　　　一ヲ／一

国立極地研究所



1 1 1 1

1 1 1

3 ヤゴ z　い ん左ρ κ ，閣（’

1

川 l　l 1大1兄久1×1倒剰奪書 1 ll

1 1 1 岡
1
夕 1、、

1

αル ク4一
一 “ノ4 ’・1含ヨf・ 　｛3イ ガス、

川 1 1 1　1
f二 フ

、、 て1予備的々剃戻乏 行つ Z三〇　　　ご ・1では

1

3
4
4 2／

　ρ
ソ　13 r

ク

一 4

笠の
．吉果に フ　い　て

ま
反告ア 3．

｛

1

　　　づi2一

国立極地研究所

（ ）



／4（Metallographic　and　Magnetic　Properties　of　Yamato　Iron　Meteorites

　　　　　　　　　　　　　　　　Yamato　75－031　and　Yamato　75－105

Takesi　NAGATA　（NIPR）

R．M．　FISHER（U．S．　Stee1，　Res．　Lab．）

N．SUGIURA　（Univ．　Tokyo）

ABSTRACT：
（i）　General　characteristics

　　　　（Yamato　75－031）meteorite　weighing　60．2gm　appears　to　be　a　reheated

octahedrite　but　the　degree　of　reheating　should　not　be　so　high，　because

this　sample　does　not　exhibit　much　porosity　or　penetrating　oxide．　In　com－

parison，　（Yamato－75－205）which　has　an　ablation　zone　about　2　mm　in

thickness　on　the　flat　surface　and　18．5gm　in　weight　represents　an　extensive

reheating　on　entry　into　the　earth’satmosphere　although　traces　of　the　original

features　still　remain．　The　second　sample　can　be　identified　to　a　l⊇2三

ataxite．

（ii）　Chemical　com　osition

　　　The　chemical　cρmpositions　of　the　Yamato　iron　meteorites　have　been

determined　by　quantitative　fluorescence　analysis．　The　results　are　sum－

marized　in　the　following　table，　where　the　remainder　should　be　considered

Fe．　Ni－content　in　Yamato－75－031　is　considerably　higher　than　that　in

Yamato－75－105．

Chemical　Composition　in　wt％

Sample

Element
Si Ni Ti Co P S Al

Yamato－75
－
031 0．06 15．3 O．01 O．76 1．O 0．025『 O．06

Yamato
－
75

－
105

Metal

－Base

Fusion
Crust

0．35

2．2

5．65

6．4

O．12

0．15

O．52

0．4

1．0

1．5

0．1

0．1

O．25

5．0

一 ∋3一



（iii）　Metallo　ahic　Pro　erties

（＞Yamato－75－031）　1This　sample　has　an　unusually　wide　range　of　micro－

　　　　structural　features．　Optical　and　SEM　micrographs　have　indicated，

　　　　f・rexamp1・，　that　ph・sphid・官・in・，（F・，　Ni）3P，　are　surr・und・d

　　　．by　5％Niごkamacite　matrix　in　m－a丑y　parts　and・Ni－rich　k亘macite　phases

　　　　also　are　present　other　parts．　These　microstructures　suggest　the

　　　　reheatlhg　effect，　though　it　may　not　be　of　a　high　degree．

（Yamato－75－105）　　The　ablation　zone　（2mm　thick）of　this　sample　con－

　　　　sists　of　small　recrystallized　grains　of　kamacite　surrounding　pools　of

　　　　・xid・・10ノ伽t・100／m　in　diam・t・r・EMS　analy・i・has　sh・wn

　　　　that　the　oxides　filling　the　black　lines　are　iron－nickel　phosphide　oxide

　　　　parti・1es　whi・h　resulted　fr・m　m・1ting・f（Fe，　Ni）3P　parti・1e・

　　　　（m・1ti・g　P・i・レ）1000°C）duri・g　th・r・h・ati・g　Pr。cess．　EMS

　　　　analysis　of　a　high　magnification　has　revealed　that　the　phosphide　grains

　　　　of　（75％Fe，　10％Ni，　15％P）are　surrounded　by　an　enveloping

　　　　phase　of　（91％Fe，　7％Ni，　2％P）within　the　low　Ni　kamacite

　　　　matr土x　（95％Fe，　5％Ni）．　These　results　suggest　that　the　whole

　　　　・amp1・wa・r・h・at・dジat　1・a・t，　t・th・m・lting　P・int・f（F・，　Ni）3P，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　　namely　about　l　OOO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．

（iv） Ma　netic　ro　erties

　　　The　basic　magnetic　parameters　of　the　iron　meteorites　are　summarized
　　　　　　　　　　　に
in　the　following　table．

Magnetic　Parameter
Yamato

75－031 75－105

Saturation　Magnetization（Is）

Curi・p・mt（θ）

｛9㌔→τ

ρ宇～・→〆

　　　114

　　　　－

707　－　762

409　－　548

　　　　190emu／gm

（1）770°C
（II）360°C

　　　7850C

　　　6610C

一34一



（Y・m・t・－75－031）Th・〆ウ1－and衿〆tran・iti・n　t・mp・rature・

　　　　indicate　that　Ni　content　in　kamacite　phase　ranges　from　5　to　15wt％

　　　　but　95％　of　the　ferromagnetic　phase　is　represented　by　95％Ni　kamacite．

　　　　The　observed　considerably　low　value　of　Is　suggests　a　presence　of

　　　　taenite　phase　also．

（Yamato－75－105）　The　thermomagnetic　curve　of　this　sample　consists　of

three　phases，　i．e．　（a）akamacite　phase　of　5．1％Ni　and　O．5％Co　of’

参ばラゾ・785°Cand〃翻一66・°C，（b）91％Fe－7％Ni－2％P

・11・ywh・se　C・ri・p・int　i・770°C　and（・）ir・・－ci・k・1　ph・sphid・phase

・f・b…（F・23Ni音）3P　wh・seC・ri・p・i・ti・36・°C・　Th・

major　ferromagnetic　phase　is　（a）the　5．1％Ni　kamacite　phase．

APPENDIX （Metallo　ahic　and　Ma　netic　Pro　erties　of　Pallasite

Yamato－74－044）　　　This　sample　appears　to　consist　of　a　fusion　of　several

different　kinds　of　Fe－Ni　with　a　silicate　phase．　Two　large　areas　of

1些坐　surrounded　by　taenite　were　observed　within　a　network　of　kamacite．

　　　Very　roughly，　the　kamacite　phase　contains　about　5％Ni，　the　taenite

about　20％，　and　the　plessite　about　15％．　The　silicate　contains　very

roughly　30％Mg，30％Si　and　l　O％Fe．　The　silicate　is　veined　with姪Qn

high　in　sulpher　and　silicon　but　very　low　in　nieke1．　The　average　che面cal

composition　is　given　by

Ni

10．6

P

0．1

S

O．1

Co

O．35

Si

3．3

A1

0．5

Nb

0．02

Mo，　Cu．　V，　Ti，　Mn　＜0．01

　　　The　magnetic　characteristics　are　rep士esented　by　Is

繊ぱず±762°Candθゾヲκ615°C

kamacite　as　the　major　ferromagnetic　phase．

which　represents　only

＝124emu／gm，

　　　　　　6．5％Ni

一対一
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（ 3

表f．C・ncen・・ati・n・and　i・・t・pic　rati・s・f　rare　g・・e・f・。皿Y・mat・（j）・（k）・（m）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C。ncen、。a，i。。　i。・・－8。m3STP／9）

（測え回を） （」）ぐ5） （k）〈3） （m）（4♪

3He

4He

3He／4He

　　20．3＋4・O

　　l360　＋　270

0．Ol50　十　〇’．0008

　　41．8　＋　1．8

　　987＋42

0．0424　十　〇．0005

　　33．0＋5．6

　　　344＋58

0．0960　＋　0．0009

22
　Ne
　　　　222Q
　Ne／　　　　　　Ne
　　　　2221
　Ne／　　　　　　Ne

　6．45十1．78

0．828　十　〇．029

0．889　十　〇．008

　11・2十1．0

0．885　十　〇．005

0．908　十　〇・012

　8・98＋　1・11

0．975　＋　0．009

0．914　＋　0．008

36
　Ar
4Q
　Ar
　　　　3638
　Ar／　　　　　　Ar
40　　　　36
　Ar／　　　　　　Ar

　1．83　十　〇．36

　　　　　←

　5980＋　1190

0．511　十　〇．060

　3270　十　630

　4．04　十　〇．14

　6910　十　240

0．470＋　0．007

1710＋20

　4亀87＋1．00

　1170　＋　240

0．333　十　〇．003

　　240＋2

132
　　Xe
124
　　Xe
126
　　Xe
128
　　Xe
129”
　　Xe
130
　　Xe
l31
　　Xe
132
　　Xe
l34
　　Xe
136
　　　Xe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－2　　　　　　　　　　　　　　　　－2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0．587＋　0．154）x10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．08＋0．03）x10　　（1．52＋0．58）x10

0．00483　＋　0．00026　　　0．00532　＋　0．00027　　　0．00562　＋　0．00025

0．00463　十　〇．00027　　　0．00587　十　〇．00033　　　0．00556　十　〇．00063

　0．0773　十　〇．0019　　　　　0．0793　＋　0．0032　　　　　0．0766　＋　0．0013

　　　1．23　＋　0．16　　　　　　　　　1．17　十　〇．03　　　　　　　　　1．07　＋　0．01

　　0．157　＋　0．005　　　　　　　0．159　＋　0．004　　　　　　　0．157　＋　0．001

　　0．806　十　〇●007　　　　　　　0．806　＋　0．006　　　　　　　0．807　＋　0．005

　　　＝1　　　　　　　　　＝1　　　　　　　　　＝1

　　0．387　＋　0．005　　　　　　　0．390　＋　0．003　　　　　　　0．399　＋　0．005

　　0．333　＋　0．002　　　　　　0．331　＋　0．002　　　　　　0．341＋　0．005

T3（Iny）

T21（my）

T38（皿y）

10　－

11

14
1
0
7

（

∠
n
∠
2

7
’
乙
U
7
’

－
1
「
⊥

production　rates
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